




要約:未熟児・新生児の自発的全身運動(general movement、以下 GM と略す)を記録し、脳

障害の有無によってどのような違いがあるかを観察した。またこの運動の出生後の変化に

ついても考察した。GM は正常新生児では複雑で流暢、そして優雅であるが、脳障害をも

つ児ではステレオタイプであった。 また GM は年齢と共に単調になっていくのが特徴であ

った。発達過程に於けるこうした変化は既存の発達神経学では捉えられない現象と言える。


